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(１)市町村連携講座受講者数が大きく増えた要因     

〇各市町村において、参加者数を増やすための特別企画展やスポーツイベント、文化活

動イベントなどを実践した。      

〇相双地区において、避難解除が進められ、生涯学習事業が再開されている。 

         

(２)今後の見通し        

〇各市町村からの令和元年度の事業計画から、大きな受講者数の変化が無いと考えら

れる。         

〇相双地区においては、増加が見込まれる。     

〇特別企画展やマラソン大会、イベントなどは天候や市町村の状況により開催しない

ことも予想され、今年度のような台風など大きな参加者数の変動も考えられる。  

 

◎ 各市町村の現状を踏まえ、さらなる生涯学習の推進を図るために、目標値を上方修

正する。 

   

  新 目標値（令和２年度）２００，０００人    

 

       

      ※ 県民カレッジ連携講座＝受講生の対象を 1 市町村に限定しないで、他市町村

の住民も参加できる講座 

 

県民カレッジ受講者数 

     （推進施策：４ 学びやすい環境づくりの推進） 

      策定時現況値 平成２３年度   ５４，５３２人 

         目標値（令和２年度）  １１０，０００人 

 

        平成３０年度 実績値   １９６，２０７人 


